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六甲山自然案内人の会 

実施日：平成２７年１２月１２日（土） 

天気：曇り時々晴れ 

担当：５班 

テーマ：美しき峠を越えて 

参加人員：ビジター２６名 会員２０名 合計５６名 

コース：神鉄箕谷駅～大滝口～志久峠～中山大杣池～神戸北農協バス停 

配布資料：ルートマップ 植生一覧表 

タイム：     ９：００ 集合 ルート説明 班分け 

         ９：１０ 出発 

         ９：４５ 大塚山北公園（１０分間休憩） 

        １１：０５ 肘曲り 

        １２：００ 志久峠（昼食） 

        １２：２０ 出発 

        １３：０５ 中山大杣池(トイレ休憩) 

        １３：４５ 「中山」バス停 （解散） 

概要：  

ゴロゴロした石が足元に散らばり、とても歩きにくい道が延々と続く今回のコース。      

おまけに、前日未明の大雨と強風の影響でさらに石が滑りやすくなっているだろうこと

は出発前から予想された。 

帰りのバスも心配のひとつで、２：１０発に間に合わなければ、次は３：５０発まで待

たねばならない。 

 こういったことを、集合場所で津村会員がビジターさんに説明し、注意を促す。 

ビジターさんを３班に分け、各講師は１班堀池会員、２班仁科会員、３班福本会員。そ

の後を会員グループが続く。 

箕谷駅前を出発し、大塚山北公園までを一息に歩く。その先は山道に入るので、１０分

間の休憩を取り、衣服の調整や水分補給をする。 

 肘曲りの手前までは比較的歩きやすい道なので、ムラサキシキブとヤブムラサキの冬

芽の違い、リョウブ・ネジキの樹皮の特徴、コウヤボウキ、ツルアリドオシなどを観察

する。次第に道は悪くなり、水の流れを渡らねばならない箇所もある。バスの時間が気

になるし、足元にも注意を払わねばならないが、ビジターさんたちは、講師の話に耳を

傾けながら植物を熱心に観察されている。長い葉柄と樹皮に特徴のあるアカガシはこの

コースでは多く見られる。 



 １２時志久峠着。２０分間という慌ただしい昼食時間だが、目の前に特徴のある樹皮

とリンゴによく似た果実のオオウラジロノキがある。 

 １２：２０に出発して早いペースで歩き、１３：００中山大杣池着、トイレ休憩。 

バスの時間に遅れないよう、予定を変更して、「神戸北農協バス停」より近い「中山バス

停」を目指して歩き、無事１３：４５到着。ここで解散とする。 

健脚なビジターさん方のお蔭で、けが人も無く無事観察会を終えることができました。 

ご参加いただいた皆様方、ありがとうございました。 

報告者 友永 宏子 

 

        

 

                   



     

           

オオウラジロノキ 樹皮 

 

  

       

オオウラジロノキ 果実 



 



 

  



 


